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蒼そ
う
ろ
う狼
」を
設
立
し
ま
す
。昭
和
41
年
、「
グ

ル
ー
プ
蒼
狼
」
を
「
蒼
狼
社
」
と
し
て

改
組
、
会
長
と
な
り
、
数
々
の
書
作
展

を
開
催
し
ま
す
。

　
昭
和
59
年
、
書
・
陶
芸
・
絵
画
・
彫

刻
・
版
画
・
七
宝
な
ど
の
作
家
と
「
沙さ

鶏け
い

会
」
を
設
立
。
会
は
各
作
家
の
交
流

の
場
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
新
人
作
家

の
育
成
も
目
指
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
精
力
的
に
書
展
や
個
展
を

開
催
し
ま
す
が
、
平
成
13
年
に
肺
炎
の

た
め
死
去
。
享
年
91
。

　
書
家
の
加
納
石
人
氏
は
、「『
書
』
岡

部
蒼
風
の
軌
跡
」
で
次
の
よ
う
な
言
葉

を
残
し
て
い
ま
す
。

　「
作
家
に
と
っ
て
、
そ
の
作
品
ほ
ど

雄
弁
に
自
己
を
語
る
術す

べ

が
他
に
あ
ろ
う

か
。
彼
の
百
の
理
論
も
、
一
つ
の
作
品

に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
る
ま
い
。
作
家
は
常
に
、
す

べ
て
を
そ
の
作
品
に
賭
け
る
。
そ
れ
以

外
の
何
も
の
も
彼
を
評
価
す
る
対
象
と

は
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）

今
日
の
書
家
で
、
そ
の
作
品
と
す
ぐ
れ

た
理
論
に
隔
た
り
の
感
じ
ら
れ
な
い
人

は
稀ま

れ

で
あ
る
。
そ
の
数
少
な
い
一
人
と

し
て
、
第
一
に
岡
部
蒼
風
が
挙
げ
ら
れ

る
」。

　
『
書
』
岡
部
蒼
風
の
軌
跡
・
岡
部
蒼

風
作
品
集
刊
行
委
員
会（
編
）煥
乎
堂

（
２
０
０
２
）
よ
り
。

「強大な筆力をもった線であるということは、実は筆者が強大な生命力
をもっているということ、つまりいろいろな生活上の問題と真っ向から
とりくみ、あらゆる困難を克服して、人間的真実を求めてしたたかに生
き抜く生命力をバックにおいていることである。書とは、このような筆
力を基盤として、さまざまな個性・情動―筆意が実現されたものであり、
そこに芸術性を成立させるものである」（岡部蒼風「書論ノート」より）

町教育委員会では、岡部蒼風記念式典・講演会と
作品展を開催します。入場は無料ですので、この
機会に芸術としての「書」を、鑑賞してみませんか。

岡部蒼風記念式典・講演会
「岡部蒼風、その人と作品を語る」

岡部蒼風作品展

会場 町立図書館ほか

日時 ９月21日    ～ 29日 日土

※図書館の開館時間
午前９時～午後６時に限る。

「山
さんめい こ く お う

鳴谷應」（2000年作） 蒼風最晩年の作品といわれている
※「山鳴き、谷応える」

書
家
と
し
て
の
岡
部
蒼
風

日時 ９月21日      午後１時30分～
会場 町立図書館

土

講師 遠
え ん し ゅ う い っ き

刕一器氏（書家）

申込方法 電話で申し込む 火※申込締切は９月10日

申込・問合先 生涯学習課Ｇ47-5043

日時 ９月22日    日
【午前の部】午前10時30分～

●書家の遠刕一器氏によるギャラリートーク（作品解説）

会場 町立図書館ほか

【午後の部】午後２時～

集合場所 町立図書館玄関前

事前申込不要
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見
る
者
を
圧
倒
す
る
筆
力
と

　

奥
深
い
理
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術

芸
術
と
し
て
の「
書
」を
追
及
し
続
け
た
書
家

岡
部
蒼
風
顕
彰
事
業
の
一
環
で
、
町
教
育
委
員
会
よ
り
こ
の
秋
、「
岡
部

蒼
風
作
品
集
」
が
発
刊
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
岡
部
蒼
風
作
品
委
員

会
が
蒼
風
作
品
を
町
へ
寄
贈
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る

も
の
。
寄
贈
65
点
を
含
む
町
保
有
の
蒼
風
作
品
の
総
目
録
と

な
り
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
で
書
道
界

の
一
時
代
を
築
い
た
偉
人
、
岡
部
蒼
風
の
作
品
を
今
、

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
―
。

　　
岡
部
蒼
風
は
明
治
43
年
高
島
村
藤
川

に
父
丈
吉
と
、
母
て
ふ
の
子
と
し
て
誕

生
。
本
名
は
幸
十
郎
と
い
い
ま
す
。
群

馬
師
範
学
校
で
半
田
神
来
に
師
事
し
た

後
、
昭
和
９
年
半
田
神
来
の
薦
め
に
よ

り
、
比ひ

だ

い

田
井
天て

ん
ら
い来
に
師
事
し
ま
し
た
。

　
蒼
風
26
歳
の
と
き
、「
書
道
芸
術
社
」

同
人
と
な
り
、
上
田
桑そ

う

鳩き
ゅ
うら

と
と
も
に

書
の
新
し
い
芸
術
運
動
を
進
め
ま
し

た
。
37
歳
の
と
き
、
中
野
村
立
中
野
中

学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
。
そ
の
後
、

校
長
職
を
辞
し
て
昭
和
26
年
41
歳
の
と

き
、
上
野
松
坂
屋
揮き

毫ご
う

方
に
籍
を
置
き

ま
す
。

　
岡
部
蒼
風
は
昭
和
27
年
、
書
の
革
新

運
動
を
進
め
る
た
め
池
田
水す

い
じ
ょ
う城

ら
と

「
草
人
社
」
を
結
成
。
前
衛
書
運
動
の

旗
手
の
一
人
と
し
て
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
36
年
、
蒼
風
51
歳
の
と
き
草
人

社
を
離
脱
。
既
成
書
壇
と
の
決
別
を
宣

言
し
、
新
人
の
研
修
機
関
「
グ
ル
ー
プ

書
一
筋
の
人
生
を
生
き
て

岡
部
蒼
風

【
お
か
べ  

そ
う
ふ
う
】

▼
郷
土
の
偉
人
を
再
発
見

Closeup
クローズアップ

（生没）明治43年～平成13年
邑楽町藤川生まれ。戦後、前衛
書運動の旗手の一人として活
躍。著書の「書論ノート」煥乎堂
（1991）には、書における自身
の理論が集約されています。

「翔る（かける）」 1950 年代は、蒼風が前衛書運動に身を投じていた時代。
その作風を表すひとつに、「翔る（かける）」があります（1958年作）


